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2015 年 APLAC 第 21 回総会および関連会議報告 

 

2015 年 7 月 7 日 

独立行政法人製品評価技術基盤機構 

認定センター（IAJapan） 

 

1 開催日時・場所 

2015 年 6 月 14 日(日)～19 日(金) 

於：スリランカ民主社会主義共和国コロンボ市（ホスト認定機関： SLAB） 

2 日程 

6 月 14 日(日) APLAC-PAC 合同マーケティング研修 

APLAC 理事会 

6 月 15 日(月) APLAC-PAC オープニングセレモニー 

APLAC 技術委員会 

APLAC 広報委員会 

APLAC-PAC 合同広報委員会 

PAC マーケティングコミュニケーション委員会 

6 月 16 日(火) APLAC 技能試験委員会 

APLAC 研修委員会 

6 月 17 日(水) APLAC MRA 評議会 

6 月 18 日(木) APLAC 総会 

6 月 19 日(金) 第 2 回 APLAC-PAC 合同総会 

APLAC 総会 

3 出席者 

本総会及び関連会議へは、APLAC 議長である Nigel Jou（台湾 TAF）をはじめ、オーストラリア、

中国、香港、インド、インドネシア、フィリピン、日本、韓国、台湾、マレーシア、シンガポール、

ニュージーランド、タイ、米国、カナダ、メキシコ、ロシア、ベトナム、パプアニューギニア、モ

ンゴル、バングラデシュ、スリランカ、サウジアラビア、ブータン等の正会員、準会員及び賛助会

員ならびに非加盟国のミャンマー、ラオス、カンボジア、コンゴ、また、関連機関である PTB 等、

約 30 ヵ国・経済地域より約 160 名が参加した。我が国からは、3 機関 13 名（IAJapan 5 名、JAB 

６名、VLAC ２名）が出席。 

4 APLAC 総会 

理事選挙、議長、理事、MRA 議長、各委員会議長、事務局報告、会計報告、2016 年度予算報告

および承認が行われた。 

4.1 理事選挙 

以下４名が立候補し、３名（★）が選任された。 

a) Yannapat Uthongsap (NSC-ONSC, Thailand)  

b) Jennifer Evans (NATA, Australia)★ → 前理事の中途退任による空席（2016 年 12 月 31

日まで） 

c) 藤田 勲 (IAJapan, Japan)★（2016 年 1 月 1 日から 2017 年 12 月 31 日まで） 

d) Shaharul Sadri Alwi, (Standards Malaysia, Malaysia)★(同上) 

4.2 APLAC 議長報告 Nigel Jou (台湾 TAF) 

a) 今後の MRA 評議会、臨時総会および APLAC PAC 合同総会の開催時期と場所について 

b) APLAP 会員数データ：APLAC 正会員数 42、準会員数は 11、全メンバー数は 53 機関。 
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4.3 APLAC 事務局報告： 

以下 4 議長の任期が 2016 年 6 月 18 日で終了し、継続しないことが共有された。 

a) MRA 評議会議長 Roxanne Robinson (米国認定機関 A2LA) 

b) 技術委員会議長 Trace McInturff（米国認定機関 A2LA） 

c) 研修委員会議長 Zhang Mingxia（中国認定機関 CNAS） 

d) 技能試験委員会議長 奈良 広一（IAJapan） 

4.4 技術委員会：議長 Trace McInturff（米国認定機関 A2LA） 

a) ISO/IEC 17025 改正（CASCO WG44） 

b) ISO/IEC 17011 改正（CASCO WG42） 

c) ISO Guide 34 が 2016 年中に改正予定 → ISO 17034 

4.5 広報委員会：議長 山本 忠子（IAJapan） 

a) APLAC メンバーを対象としたアンケート調査項目案の検討 

・認定機関が自国の規制当局の要求により、ISO/IEC 17011 の要求事項以外に別途対応した 

要求事項について 

・環太平洋戦略的経済連携協定（TPP: Trans-Pacific Partnership Agreement） 

・東アジア地域包括的経済連携（RCEP: Regional Comprehensive Economic Partnership） 

b) 2017 年の記念祝典： 

・APLAC 設立 25 周年祝典（Silver Jubilee）開催場所はバンコクを予定 

・試験・校正の MRA 署名 20 周年祝典（20th Anniversary）開催場所はバンコクを予定 

4.6 研修委員会：議長 Zhang Mingxia（中国認定機関 CNAS） 

今後予定されている研修項目 

a) 2016 年：技能試験提供者分野の認定に関するワークショップ 

b) 2016 年：標準物質生産者分野の認定に関するワークショップ  

※但し、ISO/FDIS 17034 が入手可能な時期に開催 

c) 2017 年：改訂後の ISO/IEC 17011 研修 

d) 2017 年：改訂後の ISO/IEC 17025 研修 

4.7 技能試験委員会: 議長 奈良 広一（IAJapan） 

a) 副議長 He Ping（中国認定機関 CNAS） 

b) 秘書 Brahim Houla（GAC） 

c) APLAC文書で公開している技能試験提供者リストがwebベースのdirectoryとして構築され、

本会合で紹介された。 

4.8 MRA評議会：議長 Roxanne Robinson (米国認定機関 A2LA) 

6 月 18 日現在の APLAC/MRA 署名認定機関数は以下のとおり： 

MRA 署名機関数 37・経済地域数 23・試験分野 34・校正分野 27・検査分野 16・臨床検査分野

16・標準物質生産者分野 13・技能試験提供者分野 10 

 

5 今後の開催予定 

第36回APLAC MRA評議会：2016年1月 6日(水)～7日（木）＠バンコク （タイ認定機関NSC-ONSC） 

APLAC 臨時総会：2016 年 1 月 7 日(木)午後 ＠バンコク(タイ認定機関 NSC-ONSC） 

第22回APLAC-PAC合同総会&関連会議:2016年6月 11日(土)～18日(土)＠台北 (台湾認定機関TAF) 

第 23 回 APLAC-PAC 合同総会&関連会議:2017 年 6 月中旬＠バンコク (ホスト機関：未定) 


